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【短報】山形県および静岡県におけるカノコヒラタ
ケシキスイの記録

カ ノ コ ヒ ラ タ ケ シ キ ス イ Epuraea （Dadopora） 
vicaria Kirejtshuk & Kvamme, 2001 は極東ロシア （サ
ハリン） から記載されたケシキスイ科の一種である．
日本では当初ヨーロッパやアフリカ北部などに広く
分布する E. （D.） fuscicollis （Stephens, 1835） として北
海道から記録されたが （Kashizaki & S.-T. Hisamatsu, 
2011），2016 年に E. （D.） vicaria に訂正されたこと

で国内から初記録さ
れ た（S.-T. Hisamatsu, 
2016）．これに伴い，E. 

（D.） fuscicollis は 日 本
のケシキスイ相から除
外された．なお，沼田

（2012）は秋田県から E. 
（D.） fuscicollis を 報 告
しているが，これも同
様に E. （D.） vicaria で
あると考えられる．

筆 者 の 伊 藤 は 2018
年 7 月および 2020 年
5 月に山形県内にてケ
シキスイ相の調査を実
施し，捕獲されたケシ
キスイを検視していたところ本種を確認した．また，
第二筆者の宮尾は，2019 年 7 月～ 8 月に静岡県富士
市にて果実トラップを用いて甲虫相調査を実施した
結果，本種を得たため，両県産個体を以下に報告す
る．なお，本報告で用いた標本は全て筆者の伊藤が
保管している．

山形県：1 ♂ （Fig. 1），山形市山寺 （標高 600 m 付
近），13–16. VII. 2018，伊藤採集 （パイナップルトラッ
プ）；4 ♂♂，天童市田麦野 （標高 500 m 付近），2–3. 
V. 2020，伊藤採集 （バナナトラップ）；2 ♂♂，同
地，4–5. V. 2020，伊藤採集 （バナナトラップ）；2 ♂♂，
同地，6–8. V. 2020，伊藤採集（バナナトラップ）；1
♂ 2 ♀♀，同地，8–9. V. 2020，伊藤採集 （バナナトラッ
プ）；3 ♂♂ 2 ♀♀，同地，9–11. V. 2020，伊藤採集 （バ
ナナトラップ）．静岡県：1 ♂，富士市大渕浅黄塚付
近 （標高1,400 m付近），24–26. VII. 2019，宮尾採集 （バ
ナナトラップ）；1 ♀，同地，26–28. VII. 2019，宮尾
採集 （バナナトラップ）；9 ♂♂，同地，28. VII–2. 
VIII. 2019，宮尾採集 （バナナトラップ）；1 ♂，同地，
15–18. VIII. 2019，宮尾採集（バナナトラップ）．

本種の生態については Dadopora 亜属の他種に類
似すると推測され（S.-T. Hisamatsu, 2016），ヨーロッ
パに分布する近縁種の E. （D.） guttata はバラ科やセ
リ科の花上，または発酵果実に集まるとされる．北
海道や秋田県ではバナナトラップやミズナラの樹液
で採集されており，本報告の個体も同様に，全て果
実トラップ （パイナップルまたはバナナ） によって
採集された．本種は，北海道では低地で記録されて
いるが，今回山形県では標高 500 ～ 600 m 付近，静
岡県では標高 1,400 m 付近で得られ，中標高帯にま
で分布していることが明らかとなった．本稿により，
本種の分布は南限を大きく更新することとなったが，

図 2–3．消化管内容物．2，ダニ類の触肢と思わ
れる部位；3，ダニ類の爪と思われる部位．

Fig. 1．Dorsal habitus of Epuraea 
（Dadopora） vicaria （♂, 

Yamagata-ken）. Scale bar: 
1.0 mm.
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今後他地域においても中～高標高帯を調査すること
で本種の追加記録が得られる可能性もある．

末筆ながら，本種の文献記録についてご教示いた
だいた柏崎昭氏 （札幌市），山形県での調査にご協力
いただいた山下未玖氏 （仙台市） ならびに本原稿を
校閲して下さった久松定智博士 （人間環境大学） に
この場を借りて御礼申し上げる．
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【短報】千葉県におけるニセコウベツブゲンゴロウ
の初記録および卵に関する知見

ニセコウベツブゲンゴロウ Laccophilus yoshitomii 
Watanabe et Kamite, 2018 （以下，ニセコウベと略記） 
は，2018 年に記載された小型種で，本州・四国・九
州から記録されている （Watanabe & Kamite, 2018；
渡部ら，2019；中島ら，2020）．筆者らは千葉県初
記録となるニセコウベを採集した．加えて，自然環
境下における卵に関する知見も得られたので，併せ
て報告する．

16 exs., 千葉県夷隅郡大多喜町会所，29. III. 2020，
山﨑・依田・内山採集，保管 （一部標本は渡部保管）．

本種は林に囲まれ
た 湧 水 湿 地 か ら 得
ら れ， 同 所 的 に ク
ロ ズ マ メ ゲ ン ゴ ロ
ウ Agabus conspicuus 
Sharp, 1873，オオコオ
イ ム シ Appasus major 

（Esaki, 1934） な ど が
生息していた．

筆者の一人山﨑が
2020 年 5 月 7 日 に 同
所でイボクサを採集
し，水を入れた容器
で保管したところ，5

月 11 日に幼虫が 4 頭孵化した．孵化した幼虫を飼
育し，うち 2 頭が 5 月 30 日に羽化した．羽化した
新成虫を同定し，この卵がニセコウベのものである
ことを特定した．岩田ら （2019） は，埼玉県におけ
る新成虫の発生時期が 8 ～ 9 月頃 （夏期） であるこ
とを示唆している．今回の観察事例から，ニセコウ
ベの産卵時期には少なくとも 5 月が含まれること，
産卵基質としてイボクサを利用することが判明した．

ニセコウベは同属のコウベツブゲンゴロウ L. 
kobensis Sharp, 1873 （以下，コウベと略記） と形態
が似ていることから，過去のコウベの記録はニセコ
ウベと混同されてきた．例えば，香川県と埼玉県
では過去に記録されたコウベの標本を再検討した結
果，過去の記録は全てニセコウベであり，コウベは
未記録であることが判明した （渡部ら，2019；岩田ら，
2019）．千葉県においては，コウベが重要保護生物 （環
境省版レッドリスト基準の絶滅危惧 IB 類相当） に選
定されている （千葉県環境生活部自然保護課，2019）．
同県でニセコウベが確認されたことから，過去のコ
ウベの記録については標本に基づく再検討が望まれ
る．
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図 1．千葉県産ニセコウベツブ
ゲンゴロウ雄．


